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式
典
で
は
大
谷
範
雄
市
長
か
ら「
市
民
の

皆
様
と
共
に
５
周
年
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ

と
は
、私
の
大
き
な
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
」と
式
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、市
政
の
確
立
や
発
展
、福
祉

の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
114
人
と
４
団
体
に
対

し
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
に
対
し
多
額
の
寄
附
が
あ
っ

た
２
人
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、特
別
功
労
賞
を
受

賞
し
た
小
森
幸
雄
さ
ん（
興
野
）か
ら
は「
今
後

も
微
力
な
が
ら
住
み
良
い
、そ
し
て
安
心
の

あ
る
市
に
す
べ
く
誠
心
誠
意
が
ん
ば
っ
て
い

く
所
存
で
す
」と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
記
念
行
事
と
し
て
、中
村

好
一
自
治
医
科
大
学
教
授
に
よ
る
健
康
講
話

と
、声
優
・
俳
優
で
サ
ザ
エ
さ
ん
の「
マ
ス
オ
」

役
で
知
ら
れ
て
い
る
増
岡
弘
さ
ん
の
市
民
大

学
講
演
会
が
行
わ
れ
参
加
者
は
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

小さくても
　　キラリと光る
　　　　那須烏山市

那
須
烏
山
市
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
が
２
月
20
日
、
南
那
須
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　梅香る今日の佳き日に、「那須烏山市市制施行５周年記念式典」を
挙行しましたところ、多くの市民の皆様にご列席を賜り、皆様と共に
５周年をお祝いできますことは、私の大きな喜びとするところであ
り、心から御礼申し上げます。
　さて、平成17年10月1日に、旧南那須町と旧烏山町の歴史と伝統を
受け継ぎ誕生しました「那須烏山市」は、県東部の中心都市として新
たな歴史を刻み市制５周年を迎えました。
　初代市長に就任して以来、私は住民相互の融和と両町の一体感の醸
成を第一に、国の三位一体の改革に伴う厳しい財政状況を踏まえつ
つ、平成20年３月に策定した市総合計画の将来像である「自然と文化
と活力が調和した暮らしやすいまち那須烏山」の創造に向け全力を傾
注してまいりました。
　この間、急速に進む少子高齢化と人口減少の時代を迎え、国におい
ては政権交代、地方においては地方分権改革が進むなど、まさに国地
方とも大きな変革の時を迎えようとしています。また一方では、一昨
年秋からの世界的な経済・金融危機により、雇用不安や産業活動の停
滞など地方を取り巻く経済環境はさらに厳しさを増しております。
　このような状況の中で、本市は「行財政集中改革プラン」に基づ
き、徹底した歳出の削減に努めるとともに、市民の生活優先を基本と
した市政の運営を行ってまいりました。今後とも、市民が安全と安心
を実感できる暮らしを実現するため、市民との協働により「小さくて
もキラリと光る那須烏山市」を目指してまいります。
　何とぞ、那須烏山市政に対しまして、引き続きのご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

式 　辞式 　辞
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阿
部
郁
男
、
阿
相
光
郎
、
藤
田　

武　

星　
　

厚
、
佐
藤
正
治
、
塩
野
目
葵　

松
本　

武
、
森　

豊
、
三
尾
谷
芳
德　

髙
橋
一
夫
、
篠
﨑
委
雄
、
池
田
賢
勇　

磯　

淳
昭
、
磯　

ミ
ヨ
、
遲
澤
セ
イ　

黒
羽
源
治
、
黒
﨑
健
二
、
神
門
孝
行　

川
俣　

仲
、
佐
藤
亜
夫
、
菊
池
一
郎　

福
田
弘
平
、中
村
彰
太
郎
、小
森
幸
雄　

平
塚
英
教
、
佐
藤
秀
夫
、
遲
澤
弘
明　

若
林
宏
雄
、
杉
田
桂
子
、
馬
場
啓
子　

田
﨑
貞
吉
、
檜
山
秀
雄
、
小
堀　

功　

増
子
節
子
、堀
江　

勝
、磯
田
ト
ヨ
子　

川
俣
行
枝
、
小
松
哲
夫
、
藤
本
澄
子

瀧
田
幸
一

木
須
川
を
愛
す
る
会

相
澤
功
久
、
滝
口
三
次
、
和
久
豊
次　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

ひ
よ
こ
の
会　

那
須
烏
山
市
食
生
活
改
善
推
進
団
体
連

絡
協
議
会　

鈴
木
喜
子
、
山
村　

稔
、
木
村
保
司　

大
森
茂
宏

　

栃
木
県
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
長

で
自
治
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
教
室

の
中
村
好
一
教
授
か
ら「
こ
こ
ろ
を

元
気
に
す
る
た
め
に
」と
題
し
た
講

話
が
あ
り
、「
全
国
で
毎
年
３
万
人
を

超
え
る
自
殺
者
が
い
る
。こ
れ
は
那

須
烏
山
市
が
毎
年
消
滅
し
て
い
る
こ

と
と
同
じ
こ
と
。那
須
烏
山
市
は
県

内
で
も
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
が
多

い
、自
殺
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
、最
後

に「
自
殺
に
繋
が
る
う
つ
病
は
だ
れ

で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
。恥
ず
か

し
が
ら
ず
に
相
談
し
て
も
ら
い
た

い
」と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

声
優
・
俳
優
で
サ
ザ
エ
さ
ん
の「
マ

ス
オ
」役
で
知
ら
れ
て
い
る
増
岡
弘

さ
ん
の
市
民
大
学
講
演
会
が
開
か

れ
、「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
幸
福
み
つ

け
の
達
人
ぞ
ろ
い
」と
題
し
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

増
岡
さ
ん
は
、サ
ザ
エ
さ
ん
が
長

続
き
す
る
理
由
や
言
葉
の
大
切
さ
の

話
、夫
婦
の
愛
の
大
切
さ
な
ど
を
身

振
り
手
振
り
を
交
え
て
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
話
し
参
加
者
の
笑
い
を

誘
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は「
家
庭
の
な
か

で
心
と
言
葉
の
や
り
取
り
を
し
て
、

こ
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
」と
参
加
者
に
温
か
い
口
調
で
訴

え
ま
し
た
。

川
勾
勇
二
、
田
村　

稔
、
三
井
秀
政　

髙
野　

猛
、國
井　

昭
、小
原
澤
一
夫　

川
上
泰
夫
、
大
喜　

操
、
髙
沢
賢
一　

横
山
利
男
、
木
村
義
二
、
久
郷
祐
廣　

雫　

昭
次
、
中
山
粂
男
、
町
井
文
治　

荒
井
良
一
、
國
井
昌
美
、
小
堀
重
光　

興
野
一
美
、舩
橋
ワ
カ
バ
、島
崎
紀
江　

小
原
澤
美
也
子
、
池
沢
洋
子　
　
　

阿
相
辰
男
、
丸
山
憲
子
、
石
塚
ア
ヤ　

横
山
悦
子
、久
郷
博
明
、大
森
喜
總
夫　

大
森　

正
、
和
久
十
四
、
矢
野
正
一　

菱
沼　

巖
、佐
藤
シ
ズ
イ
、檜
山
善
雄　

小
口
文
子
、髙
津
戸
博
志
、小
森　

武　

田
嶋
利
雄
、石
川
昭
次
、仲
山
眞
理
子　

丸
山
信
義
、
藤
井　

敦
、
滝
田
直
人　

若
林　

守
、栗
田
和
行
、佐
藤
雄
次
郎　

髙
田　

博
、
関　

元
氣
、
佐
藤　

肥　

水
井
千
代
美
、黒
須
義
夫
、川
堀　

治　

滝
田
直
美
、
吉
成　

登
、
大
金　

正　

森　

凱
子
、地
主
世
津
子
、中
山　

修　

渡
邊
綱
男
、
檜
山　

勉
、
大
谷
広
行　

岡
﨑
一
德

塩
谷
桂
大

星　

俊
安
、
滝　

功

小
清
水
日
出
夫
、
大
谷
勝
典

　
　
　
　
　

（
敬
称
省
略
、
表
彰
順
）

○
特
別
功
労
表
彰

○
ま
ち
づ
く
り
貢
献
賞

○
善
行
表
彰

○
感
謝
状
贈
呈

○
市
政
功
労
表
彰

○
文
化
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞

　
　
　
　
　

 

（
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
）

特別功労表彰受賞者代表の
小森幸雄さん。

市政功労表彰受賞者代表の
町井文治さん。

スポーツ大賞を受賞した
塩谷桂大さん。

まちづくり貢献賞受賞者代表の
大森茂宏さん。

善行表彰受賞者代表の滝功さん。

◇
市
民
大
学
講
演
会

２
つ
の
記
念
行
事

県内の自殺を０人にしたいと話す
中村教授。

心、言葉、愛の大切さを話す増岡さん。

◇
健
康
講
話 

（
元
気
あ
っ
ぷ
市
民
の
集
い
）
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第
９
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝

競
走
大
会（
南
那
須
陸
上
競
技
協
会
）が
２

月
27
日
、大
桶
運
動
公
園
を
発
着
点

に
、本
市
と
那
珂
川
町
の
那
珂
川
沿

い
を
一
周
す
る
６
区
間
25
キ
ロ
㍍

の
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、県
内
か
ら
過

去
最
多
の
37
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、那
須
烏
山
市
と
那

珂
川
町
の
活
性
化
と
駅
伝
競
技
の

普
及
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、青
空
の
下
、午
前
10
時
に

大
谷
市
長
の
号
砲
と
と
も
に
一
斉

に
１
区
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、強
豪
チ
ー
ム
が
そ
ろ
う

中
、さ
く
ら
市
の「
石
原
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」

が
優
勝
し
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

①
石
原
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ（
さ
く
ら
市
）②
那

須
塩
原
市
陸
協（
那
須
塩
原
市
）③
那
珂

川
町
体
育
協
会
Ａ（
那
珂
川
町
）④
Ａ
ｒ

ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
35（
宇
都
宮
市
）⑤
大
田
原
高

校
Ｂ（
大
田
原
市
）⑥
宇
都
宮
自
衛
隊
Ａ

（
宇
都
宮
市
）⑦
大
田
原
高
校
Ａ（
宇
都
宮

市
）⑧
那
珂
川
町
体
育
協
会
Ｂ（
那
珂
川

町
）⑨
高
根
沢
陸
上
ク
ラ
ブ（
高
根
沢

町
）⑩
ぶ
ん
ぶ
ん
ク
ラ
ブ（
宇
都
宮
市
）

⑪
荒
川
Ｒ
Ｃ（
那
須
烏
山
市
）⑫
東
京
電

力
栃
木
Ａ（
鹿
沼
市
）⑬
茶
居
舞（
那
須
塩

原
市
）⑭
矢
板
Ｒ
Ｃ―

Ａ（
矢
板
市
）⑮

宇
都
宮
大
学（
宇
都
宮
市
）⑯
走
魂
Ｒ
Ｃ

（
矢
板
市
）⑰
大
田
原
Ｒ
Ｃ―

Ａ（
大
田
原

市
）⑱
下
江
川
Ｒ
Ｃ（
那
須
烏
山
市
）⑲
落

合
陸
上
ク
ラ
ブ
Ａ（
日
光
市
）⑳
塩
谷

町
体
協
駅
伝
チ
ー
ム
Ｂ（
塩
谷
町
）㉑

黒
羽
高
校
Ａ（
大
田
原
市
）㉒
Ｊ
Ｒ
宇
都

本市の荒川RCも大健闘（久那瀬中継所）。

スタート直後の小学生駅伝競走大会。スタート直後の小学生駅伝競走大会。

烏山ＦＣウィングス６Ａの中継。烏山ＦＣウィングス６Ａの中継。

荒川ソフトボールクラブAの中継。荒川ソフトボールクラブAの中継。

スタート直後の小学生駅伝競走大会。

烏山ＦＣウィングス６Ａの中継。

荒川ソフトボールクラブAの中継。

トップ通過の那須塩原市陸協（久那瀬中継所）。

笑顔でゴール（JR宇都宮B）。

宮
Ａ（
宇
都
宮
市
）㉓
宇
都
宮
自
衛
隊
Ｂ

（
宇
都
宮
市
）㉔
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン（
那
須
塩

原
市
）㉕
宇
都
宮
自
衛
隊
Ｃ（
宇
都
宮

市
）㉖
塩
谷
町
体
協
駅
伝
チ
ー
ム
Ａ

（
塩
谷
町
）㉗
大
田
原
Ｒ
Ｃ―

Ｂ（
大
田
原

市
）
㉘
落
合
陸
上
ク
ラ
ブ
Ｂ
（
日
光

市
）㉙
花
立
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ（
那

須
烏
山
市
）㉚
那
珂
川
町
体
育
協
会
Ｃ

（
那
珂
川
町
）㉛
黒
羽
高
校
Ｂ（
大
田
原

市
）32
高
峰
Ｒ
Ｃ（
那
須
烏
山
市
）33
Ｎ
Ｔ

Ｔ
栃
木
Ｒ
Ｃ（
那
須
烏
山
市
）34
生
涯
ふ

れ
あ
い
駅
伝
ク
ラ
ブ（
那
須
塩
原
市
）35

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
Ｂ（
宇
都
宮
市
）36
吉
野
工

業
所
Ａ
Ｃ―

Ａ（
那
珂
川
町
）37
㈱
那
須

ナ
ー
セ
リ
ー（
大
田
原
市
）

　２月27日、大桶運動公園内を周回す
る５区間7.5キロ㍍の特設コースで、第
１回南那須地区小学生駅伝大会が開
催されました。
　これは、小学生にも駅伝の楽しさを
知ってもらい普及発展を図ることを
目的に開催されたもので、南那須地区
内の各スポーツ少年団の団員で構成
された16チームが参加しました。
■大会結果
◇男子の部①烏山FCウィングス６Ａ
②七合ファイターズ③烏山FCウィン
グス６Ｂ④烏山FCウィングス６Ｃ⑤
小川那珂クラブＡ⑥烏山クラブ⑦荒
川柔道スポーツ少年団⑧江川・Azul合
同チーム
◇女子の部①荒川ソフトボールクラ
ブＡ②荒川ソフトボールクラブＢ
◇年少の部①七合ファイターズJr②
烏山FCウィングス４Ａ③烏山FCウィ
ングス４Ｃ④烏山FCウィングス４Ｂ
⑤小川那珂クラブＣ⑥烏山学童

第1回 南那須地区小学生
駅伝大会が同時開催

１位でゴールする石原Japan（さくら市）。
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3月末で廃止になるJRバス常野線の代替バスとして

4月5日（火）から那珂川町コミュニティバス「馬頭烏山線」の運行が開始されます
■運行開始日
　平成23年4月5日（火）から運行が始まります。
　※運行開始日は那珂川町山村開発センター出発8
　時40分、JR烏山駅出発10時20分便から運行します。
■運賃
　初乗り150円から500円まで距離に応じて運賃を
　お支払い下さい。なお、小学生は大人料金の半額
　（10円未満の端数は切り上げ）となります。また、保護者
　（就学児以上）と同伴する未就学児は２人まで無料で
　す。（未就学児のみで乗車する場合は運賃をいただきます。）
■定期券及び回数券
○定期券
　ご利用になる区間の運賃及び利用期間により販
　売します。

　利用期間は、１か月、３か月、６か月の３種類あります。
　・通学定期券の場合（小学生は半額（10円未満の端数は切り
　 上げ）となります。）40％割引
　・通勤定期券の場合30％割引
○回数券（1割増となりお得です）
　・1,000円綴り券、1,500円綴り券、2,000円綴り券、
　5,000円綴り券
○定期券及び回数券の販売所は下記販売所でお求
　め下さい。なお、回数券に限り車内でも販売いた
　します。
　【那須烏山市内】市役所総務課、東野観光株式会社
　烏山営業所
　【那珂川町内】町役場総務課、東野交通販売所

■問い合わせ先　総務課消防交通係　☎０２８７－８３－１１１１

  0.0    7:30  8:10 10:20 13:20 15:30 17:20 18:20 19:15
  1.5 　 180円  7:34  8:14 10:24 13:24 15:34 17:24 18:24 19:19
  1.9 　 230円  7:35  8:15 10:25 13:25 15:35 17:25 18:25 19:20
  2.9 　 230円  7:37  8:17 10:27 13:27 15:37 17:27 18:27 19:22
  4.5 　 310円  7:40  8:20 10:30 13:30 15:40 17:30 18:30 19:25
  5.6 　 350円  7:42  8:22 10:32 13:32 15:42 17:32 18:32 19:27
  7.4 　 410円  7:44  8:24 10:34 13:34 15:44 17:34 18:34 19:29
  8.4 　 440円  7:47  8:27 10:37 13:37 15:47 17:37 18:37 19:32
  9.8 　 490円  7:49  8:29 10:39 13:39 15:49 17:39 18:39 19:34
12.1 　 500円  7:52  8:32 10:42 13:42 15:52 17:42 18:42 19:37
12.9 　 500円  7:54  8:34 10:44 13:44 15:54 17:44 18:44 19:39
14.7 　 500円  7:57  8:37 10:47 13:47 15:57 17:47 18:47 19:42
17.3 　 500円  8:00  8:40 10:50 13:50 16:00 17:50 18:50 19:45
18.5 　 500円  8:02  8:42 10:52 13:52 16:02 17:52 18:52 19:47
19.6 　 500円  8:05  8:45 10:55 13:55 16:05 17:55 18:55 19:50
20.5 　 500円  8:07  8:47 10:57 13:57 16:07 17:57 18:57 19:52

ＪＲ 烏 山 駅
那 須 南 病 院 前
烏 山 高 校 前
変 電 所 前
中 山 口
谷 浅 見
大 桶
上 大 桶
並 木
那 須 吉 田
神 田
小 川 辻 町
北 向 田
川 崎 口
田 町
山村開発センター

主な停留所名 　㌔程 　 運賃 　　 ○  　   ○        ○        ○ 
　　　　　　　　ＪＲ烏山線 列車到着時刻 　 7:08  8:04 10:07 13:01 14:31 17:10 18:10 19:06

  0.0    6:40  7:20  8:40 10:10 13:00 15:40 17:40 18:30
  0.9  150円  6:42  7:22  8:42 10:13 13:02 15:42 17:42 18:32
  2.0  180円  6:45  7:25  8:45 10:15 13:05 15:45 17:45 18:35
  3.2  240円  6:47  7:27  8:47 10:17 13:07 15:47 17:47 18:37
  5.8  360円  6:50  7:30  8:50 10:20 13:10 15:50 17:50 18:40
  7.6  360円  6:53  7:33  8:53 10:23 13:12 15:52 17:52 18:42
  8.4  360円  6:55  7:35  8:55 10:25 13:14 15:54 17:54 18:44
10.7  500円  6:58  7:38  8:58 10:28 13:17 15:57 17:57 18:47
12.1  500円  7:00  7:40  9:00 10:30 13:19 15:59 17:59 18:49
13.1  500円  7:03  7:43  9:03 10:33 13:22 16:02 18:02 18:52
14.9  500円  7:05  7:45  9:05 10:35 13:24 16:04 18:04 18:54
16.0  500円  7:07  7:47  9:07 10:37 13:26 16:06 18:06 18:56
17.6  500円  7:10  7:50  9:10 10:40 13:29 16:09 18:09 18:59
18.6  500円  7:12  7:52  9:12 10:42 13:31 16:11 18:11 19:01
19.0  500円  7:13  7:53  9:13 10:43 13:32 16:12 18:12 19:02
20.5  500円  7:17  7:57  9:17 10:47 13:36 16:16 18:16 19:06
 　

山村開発センター
田 町
川 崎 口
北 向 田
小 川 辻 町
神 田
那 須 吉 田
並 木
上 大 桶
大 桶
谷 浅 見
中 山 口
変 電 所 前
烏 山 高 校 前
那 須 南 病 院 前
ＪＲ 烏 山 駅

主な停留所名 　㌔程 　 運賃 　　 ○  　   ○        ○        ○ 

　　　　　　　　ＪＲ烏山線 列車発車時刻 　 7:31 8:24 9:35 10:59 13:59 16:38 18:34 19:27

※土・日・祝日は○印便のみ運行

※土・日・祝日は○印便のみ運行

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
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市
で
は
、平
成
20
年
度
よ
り
高
齢
者

が
い
き
い
き
と
地
域
の
中
で
元
気
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
公
民
館
等
で
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は

　
「
自
宅
近
く
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
」

「
無
理
を
し
な
い
で
楽
し
み
な
が
ら
で

き
る
」を
基
本
方
針
と
し
て
、家
の
中
で

過
ご
し
が
ち
な
高
齢
者
が
参
加
し
、自

ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
開
催
。平
成
20
年
度
は
30
自
治
会
667

人
。平
成
23
年
１
月
末
現
在
で
は
、40
自

治
会
756
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
に
な
る
主
な
原
因
は
、全
身
の

衰
弱
、転
倒
や
骨
折
、認
知
症
等
で
、体
や

頭
を
使
わ
な
い
生
活（
生
活
不
活
発
）が
続
き

心
や
体
の
機
能
が
低
下
す
る
た
め
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
活
不
活
発
の
悪
循
環
を
早
い

段
階
で
断
ち
切
る
た
め
に
、い
き
い
き
サ

ロ
ン
で
は
健
康
講
話
、軽
体
操
、レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■「
下
境
サ
ロ
ン
」

　

会
場
は
境
保
育
園
。園
児
と
一
緒

に
開
催
し
て
い
ま
す
。園
児
と
体
操

を
す
る
と
参
加
者
の
顔
も
ほ
こ
ろ

び
、い
つ
も
は
上
が
ら
な
い
肩
も

ス
ー
と
伸
び
て
し
ま
う
か
ら
不
思

議
。残
念
な
こ
と
に
、境
保
育
園
の

閉
鎖
に
伴
い
来
年
度
は
園
児
た
ち

と
一
緒
の
活
動
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、自
分
た
ち
で
活
動
を
続
け

て
い
く
予
定
で
す
。

■「八ヶ代サロン」
　サロンが定着するまでの
間、実施日の前日に毎回電話
でお互い誘い合い、多くの参
加者を得られるよう工夫しま
した。今ではすっかり定着し
ています。

■「下川井上サロン」
　月２回開催し、うち１回は、
内容を自分たちで相談しなが
ら実施しています。内容を考
えるということも脳の活性化
につながっています。

■「元田町サロン」
　今年度の4月から、民生委員
さんの声かけで始まりまし
た。開催当初から毎回同じボ
ランティアさんに入っていた
き、とても楽しく開催してい
ます。

　その他多くの地区のサロン
で、新年会や忘年会等の季節の
行事など、さまざまな取り組み
を自主的に行っています。

◇

　

始
め
の
頃
は
、参
加
者
か
ら
は「
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
？
」「
体
操
な
ん
て
無

理
」な
ど
と
戸
惑
い
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
が
、回
を
重
ね
る
度
に「
楽
し
い
」「
体

操
で
身
長
が
伸
び
た（
背
筋
が
伸
び
た
）」「
失

禁
体
操
が
体
に
効
い
て
い
る
」「
家
に
い

た
ら
こ
ん
な
に
大
笑
い
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
！
」と
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
効

果
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、参
加
者
が
次
第

に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、参
加
者
が
安
心
安
全
な
生
活
を

送
る
た
め
、悩
み
事
の
相
談
に
乗
っ
た
り

情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
現
在
、サ
ロ
ン
の
ス
タ
イ
ル
も
少
し

ず
つ
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

１
、独
自
の
活
動
内
容

　

１
つ
目
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
独
自
の

活
動
内
容
で
す
。こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の

サ
ロ
ン
の
実
施
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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２
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在

　

現
在
８
名
の
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
動
し
て
い
ま
す
。体
操
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
た
り
、参
加
者

が
安
全
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、声

掛
け
や
話
し
相
手
と
な
り
い
き
い
き
サ

ロ
ン
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
他
に
、語

り
部
や
楽
器
演
奏
、踊
り
の
披
露
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
も
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
み

な
さ
ん
も
自
ら
活
動
を
楽
し
む
こ
と

で
、健
康
づ
く
り
や
い
き
が
い
づ
く
り

に
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
後
、市
で
は
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を

市
内
全
域
で
開
催
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
ま
す
。現
在
、市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
約
８
３
０
０
人
。習
慣
的
に
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
り
出
か
け
た
り
す
る
機

会
の
な
い
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆全県下一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月
を「市町村税徴収強化月間2011」として、栃木県と
の協働により、全県下一斉に徴収の強化に取り組
みます。
◆一人ひとりが那須烏山市を支える
　これからは、市民の皆さん一人ひとりが、これま
で以上に重要な役割を担うことになります。国で
はなく、納税者である皆さんが自分たちの市を支
えていくことになるのです。
◆自主的な納付
　市は、自主的な納税を期待しています。期限を過
ぎても納付がない場合は財産の滞納処分（差押・公
売など）をしなければなりません。差押財産の調査
のため、滞納者の住居や事業所の捜索、自動車差押
のためのタイヤロック
（写真）をすることもあり
ます。
　滞納処分をしなくて
もよいように、皆さんの
自主的な納税をお願い
します。

あなたの税が未来を拓く
市町村税徴収強化月間2011

納税相談 ：

納税催告 ：

財産調査 ：

給与調査 ：

差押処分 ：

【問合せ】 税務課 管理収税係 ☎83-1114

市町村税を納期限内に納めることが
困難な方の相談を受け付けています。
納期限を過ぎても納付がない方に対
し、督促状・催告書等の送付、電話催
告、自宅訪問、勤務先訪問を行います。
滞納者の財産について、官公署、金融
機関、保険会社、通信機関等に対し調
査を行います。
滞納者の財産について、官公署、金融
機関、保険会社、通信機関等に対し調
査を行います。
不動産・預貯金や生命保険、給与のほ
か、自動車などの差押を行います。差
押後も納付されない場合、差押財産の
公売・取立を行います。

市では税収確保に向け、次のような取組みを行っています

ボランテｨアを始めようと思ったきっかけは？

「退職後、特に何もしていなかった。もともと
体を動かすことが好きだったので、思い切っ
て参加してみた。」

ボランテｨアを始めて感じたことは？

「人のために役立ちたいと思って始めたが、
もちろん人のためにもなっていると感じる
が、一番は自分のためだった。参加するのが
楽しい。」
　「始めは、なんとなく恥ずかしい気持ちが
あって積極的になれなかったが、慣れてきて
参加者に覚えてもらって声をかけてもらえ
ることがうれしい。」

サロンボランテｨアにインタビュー

◇

◎
サ
ロ
ン
と
地
域
の
理
解

　

サ
ロ
ン
の
効
果
を
あ
げ
、元
気
な
高

齢
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、自
治
会
等

の
地
域
の
支
援
と
理
解
が
大
切
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
生
き
る
こ
と
は
み
ん
な
の
願

い
で
す
。誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
に

な
る
よ
う
介
護
予
防
に
関
心
を
持
ち
、

自
ら
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

那
須
烏
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

健
康
福
祉
課
内　

☎
88―

７
１
１
５

2010年国勢調査速報値発表

　２月25日、総務省が発表した昨年10月１日時点の
那須烏山市の人口速報値は29,177人。また、世帯数
も9,568世帯となりました。
　なお、確定値は公表され次第掲載します。
　全国の速報値は総務省のホームページでご覧に
なれます。 http://www.stat.go.jp/data/
問合せ　総合政策課広報統計係  ☎0287－83－1112

那須烏山市の人口は 29,177人
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第第8回第8回

食
育
プ
チ
情
報

「
こ
こ
ろ
を
元
気
に

　
　
　
　

す
る
食
事
」

　

２
月
21
日
、水
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、第
６

回
那
須
烏
山
市
育
樹
祭
が
烏

山
小
学
校
東
側
の
市
有
林
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、大
谷
市
長
は「
里
山

は
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

見
直
し
て
も
ら
い
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
、里
山
に
入
る

機
会
を
多
く
持
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。続
い
て

県
マ
ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
の
髙
根

澤
紘
子
さ
ん
か
ら
は
、「
緑
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、烏
山
小
と
七
合

小
、境
小
の
５
年
生
児
童
や
市

内
の
林
業
関
係
者
、行
政
・
議

会
・
各
種
団
体
な
ど
、約
200
人

が
参
加
。用
意
さ
れ
た
120
本
の

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
や
、長
さ

１
ｍ
ほ
ど
の
原
木
に
し
い
た

け
の
駒
打
ち
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

２
月
26
日
、県
内
の
５
大
学
等
の
学

生
が
中
心
と
な
り
、那
須
烏
山
市
の
活

性
化
に
取
り
組
む「
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
」の
１
年
間
の
活
動
報
告
会
が
那
須

烏
山
商
工
会
館
で
開
か
れ
、市
民
や
商

工
業
関
係
者
な
ど
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、同
研
究
会
の
大
久
保
忠

且
委
員
長（
宇
都
宮
共
和
大
学
副
学
長
）が「
活

動
報
告
の
中
か
ら
ひ
と
つ
で
も
市
の

活
性
化
に
繋
が
れ
ば
あ
り
が
た
い
」な

ど
と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、足
利
工
業

大
学
か
ら
順
に
研
究
成
果
を
報
告
し

ま
し
た
。各
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、引

き
続
き
市
の
活
性
化
に
向
け
て
研
究

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
テ
ー
マ

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
表
順
）

　

心
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
作
用
の

あ
る
神
経
伝
達
物
質『
セ
ロ
ト
ニ
ン
』。

セ
ロ
ト
ニ
ン
が
不
足
す
る
と
、う
つ
的

に
な
っ
た
り
、キ
レ
や
す
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

今
回
は
、セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
食

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
適
量
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
ろ
う

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材
料
は「
ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン
」と
い
う
ア
ミ
ノ
酸（
た
ん
ぱ
く

質
）の
一
種
で
す
。ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は

体
内
で
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、大
豆
製
品
や
肉
、魚
、乳
製
品
な

ど
の
食
品
か
ら
取
り
込
む
こ
と
が
大

切
で
す
。ま
た
、「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
」も

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
生
成
に
大
切
な
栄
養

素
で
す
が
不
足
し
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。赤
身
の
魚（
ま
ぐ
ろ
、か
つ
お
）、

肉
類（
レ
バ
ー
）、豆
類
は
ト
リ
プ
ト
フ
ァ

ン
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
両
方
が
含
ま
れ

た
食
品
で
も
あ
り
ま
す
。　

②
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
よ
う

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
に
は
、リ
ズ

ミ
カ
ル
な
運
動
が
有
効
で
、

市長も植栽に参加。マロニエメイツと一緒に植栽。真剣な表情で駒打ち。

小学生が植栽体験

噛
む
こ
と
も
そ
の
一
つ
。

よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や

し
て
、元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

○
足
利
工
業
大
学

　
「
近
代
化
遺
産
と
ま
ち
づ
く
り
」

○
国
際
医
療
福
祉
大
学

　
「
那
須
烏
山
市
の
特
産
品
を
生
か
し

　

た
若
者
向
け
新
食
品
の
検
討
」

○
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
・
那
須
氏

研
究
会

　
「
那
須
烏
山
と
那
須
氏
」

○
宇
都
宮
共
和
大
学
・
宇
都
宮
大
学
・

本
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
等
有
志

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

　

の
市
民
カ
フ
ェ
」

○
宇
都
宮
共
和
大
学

　
「
手
漉
き
和
紙
づ
く
り
を
幼
児
・
児

　

童
の
環
境
教
育
に
活
か
す
」

○
本
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
事
務
局

　
「
研
究
会
活
動
報
告
」

活動報告をする足工大の吉田博貴さん。

本市女性団体連絡協議会等有志からの発表も。

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
が
成
果
報
告

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
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市
で
は
、個
人
や
家
庭
で
塩
分
摂
取

を
減
ら
す
工
夫
や
取
り
組
み
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、那
須
烏
山
市
民
の
塩
分
摂

取
量
が
県
内
で
も
高
く
、ま
た
、高
血

圧
や
胃
が
ん
に
も
深
い
関
係
が
あ
る

こ
と
か
ら
、各
世
帯
で
取
り
組
ん
で
い

る
減
塩
方
法
を
広
く
市
民
に
知
っ
て

も
ら
い
、健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、今
回
は
、

減
塩
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
こ
ど

も
・
お
や
こ
部
門
と
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を

募
集
し
た
一
般
部
門
合
わ
せ
て
、52
名

（
組
）の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
・
お
や
こ
部
門
で
は
、味
噌

汁
の
塩
分
を
減
ら
す
工
夫
や
調
味
料

の
使
い
す
ぎ
を
防
ぐ
方
法
、塩
分
を
減

ら
す
心
が
け
等
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
減
塩
が
で
き
る
ア
イ
デ
ア
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、一
般
部
門
で

は「
手
軽
に
で
き
る
温
野
菜
サ
ラ
ダ
」

「
牛
肉
の
野
菜
ま
き
減
塩
梅
煮
」等
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
を
ま
と
め
た
も
の
を
、健

康
福
祉
課
及
び
健
康
福
祉
こ
ど
も
課

烏
山
分
室
窓
口
に
設
置
予
定
で
す
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の

で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
31
日
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て「
家
族
介
護
教
室
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
に
、介
護
方
法
や
介
護
者
の
健
康

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
知
識
や
技
術

を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
15
人
。講
師
の

指
導
の
も
と
に
肩
こ
り
予
防
の
ス
ト

レ
ッ
チ
や
腰
痛
に
良
い
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体
操
な
ど
を
和
気

あ
い
あ
い
と
行
い
、参
加
者
か
ら
は

「
体
を
伸
ば
し
た
ら
す
っ
き
り
し
た
」

「
家
事
を
し
な
が
ら
で
き
る
」な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
様
子
で
し
た
。

　

春
は
進
学
や
就
職
、転
勤
な
ど
環

境
の
変
化
が
原
因
と
な
り
こ
こ
ろ
の

調
子
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。統

計
に
よ
る
と
、特
に
３
月
は
１
年
間

で
最
も
自
殺
者
が
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　

　

国
に
お
い
て
も
、３
月
を
自
殺
対

策
強
化
月
間
と
し
皆
様
に
様
々
な
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
う
つ
病
予
防
に
は

　

普
段
か
ら
過
労
を
避
け
、十
分
に

睡
眠
を
取
り
ま
し
ょ
う
。特
に
、生
活

環
境
に
変
化
が
あ
っ
た
時
は
、休
養

す
る
時
間
や
家
族
や
友
人
と
話
す
時

間
を
つ
く
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

気
分
の
落
ち
込
み
、不
眠
等
は
、こ

こ
ろ
の
病
気
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。な
ん
と
な
く
気
分
や
体
調
の

悪
さ
が
続
く
時
は「
そ
の
う
ち
に
治

る
だ
ろ
う
」と
安
易
に
見
過
ご
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。早
め
に
サ
イ
ン
を

◇
一
般
部
門

 

・ 

納
豆
パ
ッ
ク
の
し
ょ
う
ゆ
は
半
分
に
。

 

・ 

カ
レ
ー
の
ル
ー
を
減
ら
し
て
、か
た

　

く
り
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

 

・ 

温
野
菜
を
食
べ
る
と
き
は
、塩
の
代

　

わ
り
に
す
り
ゴ
マ
を
。

詳
し
く
は
、健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

☎
０
２
８
７―

88―

７
１
１
５
ま
で

◇
こ
ど
も
・
お
や
こ
部
門

 

・ 

豆
腐
、 
て
ん
ぷ
ら
、 

お
寿
司
な
ど
は

　

し
ょ
う
ゆ
を
か
け
ず
に
素
材
の
味
で
。

 

・ 

し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
は「
か
け
ず
」に

　
「
つ
け
る
」。

 

・ 

お
に
ぎ
り
は
、 

５
％
の
食
塩
水
を

　

作
っ
て
手
の
ひ
ら
に
付
け
て
か
ら
。

 

・ 

み
そ
汁
は
具
だ
く
さ
ん
に
す
る
。

 

・ 

み
そ
汁
は
、だ
し
を
き
か
せ
て
み
そ

　

を
減
ら
す
。

 

・ 

麺
類
の
汁
は
全
部
飲
ま
な
い
。

 

・ 

料
理
に
塩
を
足
さ
な
い
。

たくさんのご応募ありがとうございました。

わ
た
し･

我
が
家
の

　
　
　
　
　

減
塩
自
慢

〜
減
塩
か
ら
は
じ
め
る
健
康
づ
く
り
〜

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

家
族
介
護
教
室
を
開
催ストレッチをする参加者。ストレッチをする参加者。ストレッチをする参加者。

キ
ャ
ッ
チ
し
、相
談
や
受
診
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
他
人
の
訴
え
を
見
逃
さ
な
い

　

現
代
社
会
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
な

ど
で
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
人
は
、「
死
に
た
い
」な
ど
自
殺
願

望
の
表
現
や
別
れ
の
準
備
、態
度
の

変
化
、自
傷
行
為
な
ど
、自
ら
の
苦
し

さ
を
周
囲
の
人
に
言
葉
や
行
動
で
訴

え
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
人
が「
う
つ
病
か
も
、自
殺

が
心
配
」と
思
っ
た
ら
、こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
窓
口
は
・・・

〈
電
話
・
来
所
相
談
〉

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８―

６
７
３―

８
７
８
５

栃
木
県
烏
山
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８
７―

82―

２
２
３
１

那
須
烏
山
市
健
康
福
祉
課

　

☎
０
２
８
７―

88―

７
１
１
５

〈
電
話
相
談
〉

こ
こ
ろ
の
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
８―

６
７
３―

８
３
４
１

栃
木
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
２
８―

６
４
３―

７
８
３
０

あ
な
た
の
気
持
ち

話
し
て
く
だ
さ
い

春
の
う
つ
予
防

こ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。
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２
月
18
日
、す
く
す
く
保
育
園
と

烏
山
幼
稚
園
の
年
長
園
児
が
烏
山
小

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
の
体
験

教
室
は
、小
学
生
と
の
触
れ
合
い
や
学

校
見
学
を
体
験
し
、４
月
か
ら
始
ま

る
小
学
校
生
活
に
慣
れ
や
す
く
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
、小
学
校
で
は
１
年
生
の
児

童
が
園
児
を
お
出
迎
え
。教
室
の
中

で
カ
ル
タ
や
お
手
玉
、あ
や
と
り
な
ど

一緒
に
な
っ
て
遊
び
、昔
な
が
ら
の
遊
び

を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、体
育
館
や
図
書
室
な
ど
を

見
学
し
た
園
児
た
ち
は
、大
き
な
学

び
舎
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、春
か
ら

の
新
し
い
学
校
生
活
への
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、給
食
を
児
童
と一
緒
に

食
べ
た
園
児
た
ち
。お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
る
給
食
は
お
い
し

い
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
お
と
な
し
か
っ
た
園
児
た

ち
も
、園
に
帰
る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り

緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、楽
し
い
体
験
教
室

を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇

　

24
日
に
は
、に
こ
に
こ
保
育
園
と
つ

く
し
幼
稚
園
の
年
長
園
児
が
荒
川
小

学
校
と
江
川
小
学
校
に
別
れ
て
訪
問

し
ま
し
た
。

　

荒
川
小
学
校
で
は
、田
野
邉
校
長

か
ら「
今
日
は
小
学
校
が
ど
ん
な
と
こ

ろ
か
探
検
し
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の

入
学
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
。そ
の
後
園
児
た
ち
は
、１

年
生
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と一緒

に
校
舎
内
を
探
検
し
ま
し
た
。

　

七
合
保
育
園（
小
川
久
美
子
園
長
）で

２
月
14
日
、劇
団
こ
ぐ
ま
座（
千
葉
県

松
戸
市
）に
よ
る
人
形
劇
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、ぬ
い
ぐ
る
み
劇「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」を
鑑
賞
。ぬ

い
ぐ
る
み
と一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、

手
拍
子
を
し
た
り
と
元
気
い
っ
ぱ

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

劇
が
終
わ
る
と
、ゴ
リ
ラ
の
ぬ
い

ぐ
る
み
の
ゴ
ン
太
が
華
麗
な
ダ
ン
ス

で
登
場
。園
児
た
ち
は
体
操
を
し
た

り
、じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
し
た
り
楽

し
く
ふ
れ
あ
って
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
は
、同
保
育
園
の
保

カルタで交流する園児と児童（烏山小）。カルタで交流する園児と児童（烏山小）。

お姉さんと給食を食べる園児（烏山小）。お姉さんと給食を食べる園児（烏山小）。

学校行事の説明を受ける園児（荒川小）。学校行事の説明を受ける園児（荒川小）。

グループに分かれて校舎案内（荒川小）。グループに分かれて校舎案内（荒川小）。

カルタで交流する園児と児童（烏山小）。

お姉さんと給食を食べる園児（烏山小）。

学校行事の説明を受ける園児（荒川小）。

ぬいぐるみ劇「ヘンゼルとグレーテル」。

楽しく鑑賞する園児。 ゴン太とのじゃんけん大会。

グループに分かれて校舎案内（荒川小）。

護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

園
児
た
ち
に
と
っ
て
、ま
た
ひ
と
つ

大
き
な
思
い
出
が
で
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

七
合
保
育
園

七
合
保
育
園
で
人
形
劇
鑑
賞

人
形
劇
鑑
賞

七
合
保
育
園
で
人
形
劇
鑑
賞

保育園児と幼稚園児が
小学校体験



11

（前月20日までの入札結果、単位は千円、250万円以上）

烏山運動公園テニスコート改修工事

鴻野山小倉線道整備交付金工事その１

仲城北城線道路災害防除工事その１

野上下境線設計業務委託（道路整備費）その３２

南１丁目その１

鴻野山

向　田

野　上

日本体育施設㈱埼玉営業所

㈱荒川建設

㈲高沼ブロック工業

玉川測量設計㈱

10,500

13,650

4,567

4,567

1/27～3/25

2/10～3/25

2/14～3/25

2/10～3/25

入札等に関するお問い合わせは、総務課管財係☎0287-83-1111まで。

　

１
月
21
日
、財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
か
ら
本
市
消
防
団
に
多
機
能
型
消
防

車
両
１
台
が
無
償
で
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
で
は
、平
成
19
年
か
ら
消
防
団

の
装
備
充
実
と
活
動
の一層
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
消
防
団
多
機
能
型
車

両
を
開
発
し
、全
国
の
消
防
団
に
交
付

し
て
い
る
も
の
で
、本
市
で
は
、昨
年
４
月

に
誕
生
し
た
女
性
消
防
団
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、烏
山
庁
舎
前
で
行
わ
れ
た
交

付
式
で
は
興
野
一
美
那
須
烏
山
市
消
防

団
長
が「
女
性
団
員
に
大
変
励
み
に
な

る
。市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

交
付
さ
れ
た
車
両
は
最
大
積
載
量
1.5

お礼のあいさつを述べる興野団長。

報告書を提出する中村会長（右）。

交付された多機能型消防車両。 装備の説明を聞く女性団員。

ト
ン
で
四
輪
駆
動
、車
両
側
面
が
ガ
ル

ウ
ィ
ン
グ
式
扉
で
ホ
ー
ス
が
20
本
以
上
収

納
で
き
、消
防
ポ
ン
プ
、手
動
式
油
圧

カ
ッ
タ
ー
、エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、自
動
体
外
式
除
細
動
器
な
ど
の
装

備
が
整
っ
て
お
り
、今
後
、女
性
消
防
団

の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

１
．な
ぜ
設
置
す
る
の
？

　

住
宅
火
災
時
の「
逃
げ
遅
れ
」

で
、多
く
の
お
年
寄
り
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
て
い
ま
す
。住
宅
火
災
に
よ

る
被
害
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
設

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

２
．ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
？

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
消
防
設
備
取

扱
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

３
．価
格
は
？

　

機
能
に
も
よ
り
ま
す
が
、目
安

は
１
個
４
，０
０
０
円
か
ら
１
５
，０

０
０
円
で
す
。

　

日
本
消
防
検
定
協
会
に
合
格
し

た
も
の
を
お
薦
め
し
ま
す
。

お
問
合
せ　

総
務
課
消
防
交
通
係

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
１

本
市
女
性
消
防
団
に

多
機
能
型
消
防
車
両
が
配
備

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　

設
置
は
お
済
で
す
か
？

　２月８日、那須烏山市総合政策
審議会（宇都宮大学国際学部教授中村祐
司会長）は、昨年11月に行われた「那
須烏山市単独事業に係る事業仕分
け」について大谷範雄市長に報告
書を提出しました。
　今回の報告は、市長が特に検証
が必要と判断した10事業に対する
報告で、報告を受けた大谷市長は
「内容を尊重し、事業を精査してい
きたい」と話しました。

総合政策審議会が
事業仕分け報告書を
市長へ提出
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◇「広報那須烏山」では、みなさん
からの楽しい話題を募集していま
す。地域の行事や変わった出来事
などをお知らせください。もちろん、
可能な限り取材にうかがいます。

総合政策課広報統計係
☎0287-83-1112

　

２
月
14
日
か
ら
25
日
ま
で
、市
役
所

南
那
須
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て「
第

１
回
市
内
遺
跡
展（
小
鍋
前
遺
跡
）」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
内
に
あ
る
数
々
の
遺
跡
を

広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、今
回
は
、小
鍋
前
遺
跡

の
土
器
な
ど
約
30
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、現
在
市
内
に
あ
る
400
箇
所

あ
ま
り
の
遺
跡
が
あ
る
中
か
ら
代
表
的

な
箇
所
を
毎
年
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

◇
小
鍋
前
遺
跡（
大
里
地
内
）

　

平
成
16
年
度
に
大
里
地
区
周
辺
の
農

地
整
備
工
事
に
伴
い
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
遺
跡
。
今
か
ら
４
５
０
０
年
か
ら
３

８
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後

　

２
月
18
日
、烏
山
公
民
館
で
市
内

７
団
体
で
つ
く
る
那
須
烏
山
市
女
性

団
体
連
絡
協
議
会（
柳
田
京
子
会
長
）に

よ
る
市
政
懇
談
会
が
開
か
れ
、会
員

約
60
人
と
市
側
か
ら
大
谷
範
雄
市
長

を
は
じ
め
石
川
英
雄
副
市
長
な
ど
計

６
人
が
出
席
し
約
１
時
間
半
に
わ
た

り
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、柳
田
会
長
は「
女
性
の
目

線
か
ら
市
に
対
し
て
提
案
を
し
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、続
い
て

行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、「
烏
山
女
子

高
跡
地
利
用
に
つい
て
」「
市
の
イ
ベン

　

新
春
の
箱
根
駅
伝
で
活
躍

し
た
大
里
出
身
の
小
堀
佑
真

さ
ん（
本
紙
１
月
号
に
関
連
記
事
掲

載
）が
、２
月
14
日
、市
役
所
を

訪
れ
、大
谷
市
長
に
日
頃
の
応

援
の
お
礼
と
、近
況
報
告
を
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、小
堀
さ
ん
は
箱
根

駅
伝
大
会
当
日
の
話
や
来
年

の
箱
根
駅
伝
に
向
け
て
の
気

持
ち
、普
段
の
生
活
や
今
後
の

進
路
な
ど
に
つ
い
て
市
長
と

会員で満員となった会場。

箱根駅伝走者小堀さん
大会での健闘を称える

和牛おいしかったよ。（2月24日七合小給食後）和牛おいしかったよ。（2月24日七合小給食後）和牛おいしかったよ。（2月24日七合小給食後）

発見された土器などを展示。

市長と力強い握手をする小堀さん。

市
政
懇
談
会
を
開
催

市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が

期
前
半
の
集
落
で
、食
料
の
木
の
実
な
ど

を
貯
蔵
し
て
い
た
袋
状
土
坑
と
呼
ば
れ

る
穴
や
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
１
回
市
内
遺
跡
展
が
開
催

　

小
鍋
前
遺
跡
の
土
器
を
展
示

ト
つい
て
」「
子
ど
も
生
活
リ
ズ
ム
向

上
の
取
組
み
に
つ
い
て
」「
市
の
文
化

会
館
設
立
に
つ
い
て
」「
那
須
南
病

院
の
療
養
施
設
中
止
に
つ
い
て
」

「
側
溝
に
蓋
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、反
射

板
の
設
置
に
つ
い
て
」「
道
の
駅
の
設

置
に
つ
い
て
」な
ど
11
項
目
の
質
問

や
要
望
に
対
し
て
市
長
な
ど
が
丁

寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
後
は
市
長
を
囲
ん
で
の

昼
食
会
が
開
か
れ
、こ
こ
で
も
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

歓
談
し
ま
し
た
。

　

大
谷
市
長
が「
大
里
に
ず
ば

抜
け
て
速
い
選
手
が
い
る
と

聞
い
て
、私
も
注
目
し
て
い
ま

し
た
」と
話
す
と
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。来
年
の
駅
伝

も
期
待
に
沿
え
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
」と
力
強
く
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

小
堀
さ
ん
の
更
な
る
飛
躍

を
期
待
し
ま
す
。



13

　

那
須
烏
山
報
徳
会（
大
金
正
会
長
）は
２
月
11
日
、烏

山
公
民
館
で「
烏
山
藩
と
二
宮
金
次
郎
」と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
し
、市
内
外
よ
り
約
140
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、江
戸
時
代
の
天
保
の
飢
饉
の
際
に
烏
山

藩
と
二
宮
金
次
郎
が
行
な
っ
た
救
済
事
業「
烏
山
仕

法
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、地
元
の
歴
史
に
触
れ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
初
め
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、天
保
７
年（
１
８
３
６
年
）の
飢
饉
の
時
、二

宮
金
次
郎
の
援
助
を
受
け
た
烏
山
藩
家
老
の
菅
谷

八
郎
右
衛
門
と
天
性
寺（
南
１
丁
目
）の
円
応
和
尚
が

窮
民
救
済
の
た
め
、天
性
寺
参
道
に
窮
民
を
収
容
す

る
12
棟
の「
お
救
い
小
屋
」を
建
て
、当
年
12
月
１
日

か
ら
翌
年
５
月
５
日
ま
で
の
約
150
日
間
、お
粥
を
給

食
し
た
こ
と
に
よ
り
烏
山
藩
で
は
１
人
の
餓
死
者

も
出
さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
救
済
事
業
を
、大
金
会

長
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、二
宮
金
次
郎
が
取
り
組
ん
だ「
烏
山

仕
法
」の
偉
業
の
講
話
を
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
か
ら
20
日
の
２
日
間
に

か
け
て
、あ
す
な
ろ
作
業
所
主
催
に
よ

る「
あ
す
な
ろ
手
織
り
展
」が
山
あ
げ

烏
章
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
作
業
所
の
利
用
者
21
人

が
創
作
活
動
の
一
環
と
し
て
製
作
し

た
手
織
り
し
た
布
や
衣
類
、小
物
等

が
、竹
や
ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
展
示
さ

れ
、訪
れ
た
人
を
ア
ー
ト
の
世
界
に
導

い
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
関
係
者
か
ら
は「
利
用
者
に
自

信
と
積
極
性
が
出
て
き
ま
し
た
。手
織

り
の
時
間
が
楽
し
み
な
様
子
で
す
」

と
、生
活
態
度
へ
の
影
響
が
大
き
い
と

　

２
月
26
日
、地
域
福
祉
の
振
興
を
図

る
た
め
の
第
６
回
那
須
烏
山
市
社
会
福

祉
振
興
大
会
が
南
那
須
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、大
谷
範
雄
市
長
や
平
山
進
市
議

会
副
議
長
、福
祉
関
係
者
な
ど
多
く
の

市
民
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、青
木
一
夫
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
が「
少
子
高
齢
化
に
よ
り
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い

る
。地
域
で
お
互
い
が
助
け
合
う
精
神

が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
。続
い
て
、市
内
の
民
生
委
員・

き
き
ん

え
ん
の
う

き
ゅ
う
み
ん

か
ゆ

烏山藩と二宮金次郎
天保の飢饉を救済

烏山仕法について説明をする大金会長。烏山仕法について説明をする大金会長。烏山仕法について説明をする大金会長。

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
、手
織
り
、縫
製
を
担
当
す

る
人
等
作
業
所
を
支
え
る
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
利
用
者
が
一
体
と
な

り
、心
の
こ
も
っ
た
展
示
会
と
な
り
ま

し
た
。

あすなろ手織り展が開催あすなろ手織り展が開催あすなろ手織り展が開催

手織りをする施設利用者。

表彰を受ける受賞者。

体験を基に講演する高橋理事長。体験を基に講演する高橋理事長。体験を基に講演する高橋理事長。

会場いっぱい
に展示された
色とりどりの
手織り品。

児
童
委
員
や
社
会
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
役
員
、会
員
、功
労
団
体
、寄
付

者
な
ど
62
の
個
人
や
団
体
に
表
彰
状
や

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で

は
、那
須
塩
原
市
に
あ
る
社
会
福
祉
法

人
悠
々
の
郷
理
事
長
の
高
橋
紘
一
さ
ん

が「
地
域
の
高
齢
化
に
ど
う
向
き
合
う

べ
き
か
」と
題
し
て
、自
ら
母
親
を
介
護

し
た
体
験
を
基
に
介
護
と
家
族
の
か
か

わ
り
を
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。

第
６
回
社
会
福
祉
振
興
大
会

―
 

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に ―
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無
料
相
談
事
業
窓
口

開
設
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
行
政
相
談
、人
権
相
談
、心

配
ご
と
相
談
窓
口
の
開
設
時
間
が
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
な
り
ま
す
。新

し
い
日
程
表
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。な
お
、相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名 

（ 

保 

護 

者 

）  

住 　

所

小
口　

颯
斗
（
英
明・亜
紀
子
）
興　
　

野

深
澤　
　

桜
（
雅
之・恵
美
）
滝　
　

田

佐
藤　

優
來
（
稚
明・
亜
矢
）
初　
　

音

久
郷　

玲
皇
（
裕
章
・
優
）
鴻
野
山

小
口　

翔
大
（
正
一・恵
子
）
滝　
　

田

荒
井　

聡
介
（
公
一・千
恵
）
向　
　

田

五
月
女
み
あ（
博
明・ま
ゆ
み
）
谷
浅
見

髙
野　

四
葉
（ 

隆
・
郁
枝
）
谷
浅
見

黒
木　
　

遊
（ 

圭
・麻
由
実
）
南
１
丁
目

糸
井
琥
虹
郎
（
徳
雄
・
由
起
）
小
白
井

青
木　

彩
華
（
誠
治
・
葉
子
）
鴻
野
山

藤
田　
　

亘
（ 

実
・
朋
子
）
宮　
　

原

大
森　

徠
音
（
義
幸
・
留
美
）野　
　

上

大
森　

湊
音
（
義
幸
・
留
美
）野　
　

上

雫　
　

絵
琳
（
貴
剛
・智
恵
）小　
　

倉

●
第
９
回
北
葛
飾
郡
空
手
道
大
会（
１
月

30
日
、埼
玉
県
幸
手
市
民
文
化
体
育
館
）

【
小
学
３
年
男
子
組
手
】▽
第
３
位
：
亀

田
理
央

【
小
学
４
年
男
子
組
手
】▽
優
勝
：
片
岡

利
光

【
中
学
男
子
組
手
】▽
第
３
位
：
竹
田
梓

【
中
学
女
子
組
手
】▽
第
３
位
：
早
乙
女

真
理
奈

【
中
学
女
子
形
】▽
第
３
位
：
早
乙
女
真

理
奈

■
烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
那

須
烏
山
市
に
１
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。市
図
書
館
振
興
基
金
に
積
立
し
、有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
民
か
ら
那
須
烏
山
市
に
10
万
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た（
本
人
の
希
望
に
よ
り
匿

名
）。地
域
福
祉
基
金
へ
積
立
し
、高
齢

者
福
祉
事
業
充
実
の
た
め
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

こ
こ
で
は
、
保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
で
は
、広
報
紙
の
有
効
活
用
と
安

定
的
な
収
入
源
の
確
保
を
目
的
に
、「
広

報
那
須
烏
山
」紙
面
へ
の
広
告
掲
載
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
基
準

位　

置
：
各
ペ
ー
ジ
の
下
一
段（
表
紙
除
く
）

サ
イ
ズ
：
縦
4.7
㎝×

横
8.4
㎝

料　

金
：
単
色　
　

１
回
５
千
円

　
　
　

 

カ
ラ
ー　

１
回
１
万
円

※

カ
ラ
ー
は
裏
表
紙
に
限
り
ま
す

申
込
：
掲
載
希
望
号
の
発
行
日
の
30
日

前
ま
で（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

☎
０
２
８
７―

83―

１
１
１
２

広
告
掲
載
を
募
集

オープン！ 「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園
☆火葬（最新ペット専用焼却）完備  ◎年中無休
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備  ◎予 約 制
※小動物から超大型犬（40kg以上）
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１
　　　　　０１２０－８２－３３９１
　　　　　（代表取締役　塩野目省三）

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/

フリーダイヤル

 　

 

は
や
と

　
　
　

は
る

     
ゆ 
ら

    

れ 

お

    

し
ょ
う
た

　
　
そ
う
す
け

 　

 

よ
つ
ば

 　
　
　
ゆ
う

 

こ
じ
ろ
う

    

あ
や
か

　

   

わ
た
る　

    

ら
い
ね

 　

 

み
な
と

　
　
え
り
ん

■
訂
正
と
お
詫
び

　

広
報「
那
須
烏
山
」３
月
号
15
ペ
ー
ジ

の「
文
芸
」欄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、「
三
ヶ
日
二
合
半
徳
利
二
本

立
」で
す
。お
詫
び
し
、訂
正
い
た
し
ま

す
。

広
報
那
須
烏
山
４
月
号
は
４
月

　
日
の
配
付
で
す
。

　

自
治
会
長
等
へ
の
文
書
配
付
の
日
程

が
変
更
に
な
る
た
め
で
す
。

こ
な
か
ら
と
く
り

無料相談窓口日程表　平成23年4月からの開設時間は次のとおり
相談名 内　　容 開 設 日 時　　間 場　所 相談員

毎月第 1・3週
水曜日

社会福祉
センター行政

相談

行政や特殊法人
などの業務につ
いて 毎月第 4週

水曜日
保健福祉
センター

国から委嘱
された行政
相談員

毎月第 2週
水曜日

保健福祉
センター人権

相談
人権に関する相
談 毎月第 3週

水曜日
社会福祉
センター

人権擁護委

毎月第 1・3週
水曜日

社会福祉
センター心配

ごと
相談

様々な困りごと
や心配ごとに関
して 毎月第 2・4週

水曜日

午前 9時
～ 正午

保健福祉
センター

民生委員
・児童委員

問合せ先

総合政策課
☎ 83 -1112

市民課
☎ 88 -7111

社会福祉協議会
本所 ☎88-7881
支所 ☎84-1294

※３月までは従来通り、午前10時～午後3時です。ご注意ください。
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市の人口

※平成17年国勢調査を基にした毎月人口
　調査の統計人口です。

作品募集

文文

芸

　

◆　

一　

般　

図　

書　

◆

◇『
風
景
』 

瀬
戸
内 
寂
聴

◇『
永
遠
』 

小
手
鞠 
る
い

◇『
妄
想
気
分
』 

小
川 
洋
子

◇『
苦
役
列
車
』 

西
村 

賢
太

◇『
告
発
の
虚
塔
』 

江
上 

剛

◇『
そ
の
人
の
想
い
出
』 

吉
村 

昭

◇『
き
こ
と
わ
』 

朝
吹 

真
理
子

◇『
安
土
城
の
幽
霊
』 

加
藤 

廣

◇『
煬
帝　

上
・
下
』 

塚
本 

青
史

◇『
あ
ん
で
ら
す
の
鐘
』 

澤
田 

ふ
じ
子

◇『
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト
』 

瀬
尾 

ま
い
こ

◇『
お
徳
用
愛
子
の
詰
め
合
わ
せ
』 

佐
藤 

愛
子

◇『
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
ア
イ
デ
ア
帖
』 

平
田 

美
咲

◇『
噛
む
犬
』 

香
納 

諒
一

◇『
33
人
チ
リ
落
盤
事
故
の
奇
跡
と
真
実
』

　

マ
ヌ
エ
ル
・
ピ
ノ
・
ト
ロ

　

◆　

児　

童　

図　

書　

◆

◇『
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
バ
ク
』 

斉
藤 

洋

◇『
理
科
室
の
日
曜
日
』 

村
上 

し
い
こ

◇『
ゆ
き
や
ま
た
ん
け
ん
』 

松
岡 

た
つ
ひ
で

◇『
し
ご
と
ば　

続
々
』 

鈴
木 

の
り
た
け

◇『
り
ん
ご
が
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
リ
ン
コ
』

　

三
浦 

太
郎

◇『
人
は
な
ぜ
だ
ま
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
？
』

　

安
斎 

育
郎

◇『
14
歳
の
た
め
の
物
理
学
』 

佐
治 

晴
夫

◇『
ち
び
く
ま
く
ん
、お
に
い
ち
ゃ
ん
に
な
る
』

　

エ
マ
・
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

◇『
み
ん
な
す
て
き
！
』 

レ
オ
・
テ
ィ
マ
ー
ス

川　

柳　
　
　
　
　
　

篠
﨑　

酔
月　

選

短　

歌　
　
　
　
　
　

小
勝　
　

明　

選

俳　

句　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

穂　

選

男　14,390　女　14,953
出生 　14　　死亡　45
転入    46　　転出　36

2月1日現在
（ ）対前月比

○市が募集した「減塩自慢」。老
若男女、いろんなアイディアに
感心しながら 読ませてもらいま
した。その中で最高に感動した
ものがありました。これこそ究
極の減塩方法と…。それは…
「塩を隠す」どうですかみなさ
ん。今すぐできますよ。（O）
○息子のサッカークラブSは部
員数8人。8人制の試合を観戦し
た。何と驚異の8試合。ケガ人が
でれば即棄権。皆疲れた体にムチ
入れて必死にボールを追いかけ
た。伝統あるSは今、存続に係わ
る危機的状態！市内の小学生の
加入を心より待ってます。（G）
○インフルから復活!!先月号の募
集効果ですが…まだ現れませ
ん。バレンタインのチョコの数
も悲しい結果に。2/14には大き
な袋を用意してたのに。30歳に
もなると…と言うと40歳を迎え
るＧに怒られますが、桜の頃には
応募があるといいなぁ（笑）。(K）

編集後記
そ
の
日
ま
で
待
て
な
い
テ
レ
ビ
買
わ
さ
れ
る

髙
野　

辰
夫（
谷
浅
見
）

福
袋
奪
い
あ
っ
て
る
女
客

矢
口　

玄
鳥（
大　

金
）

な
に
よ
り
も
宝
夫
婦
に
あ
る
絆

奥
畑　

長
治（
向　

田
）

鍋
底
を
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
主
婦
の
朝

石
川
由
美
子（
興　

野
）

熱
す
ぎ
る
理
髪
の
タ
オ
ル
利
夂
の
忌

佐
藤　

利
夫（
野　

上
）

寒
明
や
般
若
心
経
墨
匂
ふ

安
藤　

セ
イ（
中　

央
）

火
の
舌
の
何
と
素
早
き
野
焼
か
な

水
野　

信
一（
月　

次
）

若
殿
は
呆
気
者
な
り
初
芝
居

中
村
佳
常
代（
田
野
倉
）

定
年
の
な
き
わ
た
く
し
の
厨
ご
と
春
を
待
ち

つ
つ
大
根
を
煮
る

須
藤　

ヤ
ス（
志　

鳥
）

早
春
の
日
だ
ま
り
に
乾
く
枯
落
葉
小
さ
き

旋
風
が
も
て
あ
そ
び
お
り

平
野　

早
苗（
向　

田
）

寒
き
朝
公
民
館
の
掃
除
に
と
人
ら
集
え
る
重

ね
着
を
し
て

舩
山　

武
子（
熊　

田
）

待
つ
人
も
な
け
れ
ど
炉
の
灰
整
え
て
午
後
の

茶
室
に
椿
を
活
け
ぬ

滝
口　

節
子（
志　

鳥
）

南那須図書館 ☎0287-88-2748
烏山図書館 ☎0287-82-3062

毎
月
 
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
係
あ
て
、郵

送
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
の
方
法
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

あ
て
先
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10

世帯数　10,030

人口 29,343（－21）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、新
着
一
覧
が
検
索
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.nasukarasuyam

a.lg.jp/10,0,48.htm
l

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な

り
、日
ご
と
に
春
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。図

書
館
で
は
、お
は
な
し
会
や
お
た
の

し
み
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
残
念
な
こ
と
が…

。

こ
れ
ま
で
南
那
須
図
書
館
で
開
催
し

て
き
た「
わ
く
わ
く
！
お
は
な
し

カ
ー
ニ
バ
ル
」が
３
月
を
も
っ
て
終

了
と
な
り
ま
す
。出
演
者
の
方
々
、参

加
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
で
は
、参
加
し

や
す
い
親
し
み
や
す
い
催
し
を
企
画

し
て
い
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

職
員
一同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

く
り
や

つ
ど

ろ

つ
ば
き

か
ん
あ
け

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

わ
ず

う
つ
け
も
の

そ
う
し
ゅ
ん

か
れ
お
ち
ば

つ
む
じ
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午前9～10時受付

編
集　

総
合
政
策
課

那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１
番
１
号 

☎
０
２
８
７
ー
83
ー
１
１
１
２

N
o.66

22011
011..3

自分のゴールを目指して！

持ち物

大会事務局：生涯学習課　☎８８－６２２３

物

編

N
o.66

3333333333

時受付

大会事務局：生

下野花岡駅（トイレ有り）。下野花岡駅（トイレ有り）。

鴻野山駅すぐ鴻野山駅すぐそばそば。

烏山駅に無事到着！烏山駅に無事到着！

宇井地内の線路沿い。宇井地内の線路沿い。

大金駅の大金神社に参拝。大金駅の大金神社に参拝。

下野花岡駅（トイレ有り）。

鴻野山駅すぐそば。

龍門の滝そばの龍門の滝そばの
橋を通ります。橋を通ります。
龍門の滝そばの
橋を渡ります。

烏山駅に無事到着！

宇井地内の線路沿い。

大金駅の大金神社に参拝。

スタート
ＪＲ宝積寺駅 東口
ちょっ蔵ひろば

参加費300円
当日受付で集金します。

昼食・飲み物
雨具・帽子 など

3/25までに生涯学習課に申込み／当日でも参
加できます。（当日の申込みは、記念品が無くなる場合は有り）
○歩きやすい服装や靴で、各自のペースで歩き 
　ましょう♪
○最寄り駅からＪＲ烏山線を利用してご参加くだ
　さい。

○鴻野山駅 9.4km ○大金駅 14.3km
○滝駅 20.0km　  ○烏山駅 22.8km

烏山駅 ⇒ 滝駅 ⇒ 小塙駅 ⇒ 大金駅 ⇒　
8：24   　8：29　 8：34　　8：45
鴻野山駅 ⇒ 宝積寺（着）
  8：53　　　9：07着

ＪＲ烏山線時刻表

3月27日（日） 

事務局　生涯学習課 ☎88-6223
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